
海外斜張橋の項目別比較検討
　　§1海外工事の特徴

1．　架設方法の概要

主　　　塔

主　　　　　　　　桁 ケ　ー　ブルの

張力導入方法側　径　間 中央径間

FLE凹E クライミングフォーム

（RC）

仮ベント移動型枠

（PC桁） 張出し工法

センターホー膨ヤ舜

TJORN 移動型枠・タワークレゥ

（RC） （PC桁）

トラベラークレーンによる直下

吊り張出し工法

　　■＼
KESSOCK 基部一26tトラペ．C

上段一移動式クレーン

ウィンチによる引込み

450tセンターホールJ．

LUL㎜O 600t全旋回式FC 200t　CCによるペント

工法

600t旋回FCによる

張出し工法　　　＊

JlN㎜ クレーン（ブーム79m・4100t）を

地上に設置し架設

架設桁を用いた直下吊

り・張出し工法

油圧ジャッキ200t　x2

による引込み

00LSAN 基部一300t　FC

上段一2000t　FC

2000t　FCによる

一括架設

40tデリックによる

張出し工法

FARφ 移動型枠・夘一クレーン

（RC）

斜ベント・特製バージ

の旋回工法　　　＊

ADHAMIYAH 既設桁上の136tTCに

よる架設

送出し工法およびTCに

よるペント工法

架設桁を用いた直下吊

り・張出し工法

200tセンターホール

Jによる引込み

A㎜ACIS 移動型枠

（RC）

35t　TCによる

　　バランシング張出し工法

CHAO　PHYA 側径間桁上の200t　CC

による架設

200t　CCによる

ベント工法

200t　CC2台による

直下吊り・張出し工法

ソケット先端ロッドを

引張ジャッキで引込む

大和川橋梁 35t全旋回クリーパC

による

150tTCによる

ベント工法

150tCCによる

張出し工法

伽外ホールジャ升による

塔側サドルのアップ

名港西大橋 基部一120t　FC

上部一300t　FC

800t　FCを用いた

ベント工法

105tデリックCによ
る張出し工法

センタ唾沸ジャッキ

500tによる引込み

S字斜張橋 150t　CCによる

ベント工法

300t，150t　CCを用い

たペント工法

150t　CCによる

張出し工法

セン外ホー膳ヤッキ

600tによる引込み

備考 ＊：unique ＊：unique
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2．　架設ブロック（分割数，最大ブロック長，重さ） 3．

輸送についての

特別事　項主　　塔
主　　　　　　　　桁 地組

　の

有無側　径　間 中央径間

FLEHE

（RC） （PC桁）

20ヶx18m，

　　　110t

0

TJORN

（RC） （PC桁）

19ヶx20m，

　120～140t

台船輸送

KESSOCK

LULIN6 20ヶx17．1m

　　　　153t

33ヶ，40．5m，166t

JINDO 6ケ

　45～76t

3ブロック
（大ブロック）

小ブロック O

DOLSAN 7ケ 31
ケ 台船輪送

FARφ
（RC）

　80m
600t

16m 　O
船台を利用

双胴船の

特製バージ

r
A
D
H
A
M
I

YAH 7ケ 31 ケ
　
　
　
　
1
2 0t

O バージ

（ユニフロート8～12）

ANNACIS

（RC）

18m

CHAO　PHYA 18ケ

　　　　　175t
　32
63t

ケ
　
　
　
　
1
9
1 t

O

大和川橋梁 8ケx7．3m
　　90t

11x59ヶ，13．5m

　60T

X 陸上輸送

名港西大橋 基部4ヶ10m，140丁

上部1ヶ110m，1200t

8ヶ×68m

380～550T

25ヶx12．5m

545～941T

O 塔は3000tFCの

吊下げ輸送

S字斜張橋 15ヶ，5ヶ，

　45T

20ヶx5．12m

　45T

X

備　考

一99一



4．　　閉　　　　合 5．　現　場　継　手

FLEHE 全溶接

TJORN Almon側に150mmセットバックして閉合。

KESSOCK 北橋台のタンパー沓でセット・バック，上段2本

のケーブルであげこす。

H．T．B．ただし車道部デッキのみ溶接

（橋軸一サブマージアーク，直角一M　I　G）

　　＼
LULING 200Tジャッキ2台で178mmセット・バック仮ケー

ブル・側径間上段ケーブルで仕口調整。

H．T．B．（主塔では仮ボルトを用いず）

JINDO セット・バック300mm，4対のジャッキで下で移

動させ上でMを導入。

主塔一手溶接

DOLSAN 仮固定をゆるめセット・バック200丁油圧ジャッキ

4基の，上の2基で移動させ，下でM導入。
溶接

FARφ 取付部では溶接

ADHAMIYAH 桁橋のジャッキ・アップしてM，S＝0に調整

セット・バック220皿m

主塔一面接触

（桁ではM，Sを分離）

ANNACIS H．T．B．

CHAO　PHYA H．T．B．ただし鋼床版デッキのみ溶接

（サブマージアーク溶接）

大和川橋梁 大阪側桁の150mmセットバック，そのジャッキで

桁を押し，カウンター・ウェイトで仕口調整。

H。T．B。

名港西大橋 両側に各々229mmのセット・バック，これに用いた橋脚梁

のジャッキで押し，架設桁ジャッキで仕口調整。

H．T．B．

S字斜張橋 点閉合方式でM導入せず。 H．T．B。

備考

一100一



6．　仮ケーブルの使用

一
有
無

使　用　理　由 ケーブル形状

FLEHE X 1面〔1；職蔽

TJORN
X＼

2面マルチファン

　　4段

KESSOCK O ケーブルのない側径間の支持 2面マルチハープ

LULING O ケーブル定着間が長い 2面ファン3段

JINDO O 架設桁を用いた張出し架設時に
本ケーブルを助ける

2面マルチファン

DOLSAN X 中央径間張出し架設用デリッキは

塔まで移動

2面マルチファン

FARφ

ADHAMIYAH O ケーブル定着間が60mと長い 1面ハープ2段

ANNACIS

陣・PHYλ一

X 1面マルチファン

大和川橋梁 × 1面ハープ
4段

「一
名港西大橋 × 2面マルチファン

12段

S字斜張橋 × 1面マルチファン

17段，7段

備考

一101一



1
－

o
N

§2　経　　済　　性　　比　　較（■）

幅員　　B（m） （1）桁鋼重t　（kg／㎡） （1）ピアーコンクリート・V（㎡） （1）上部建設費

橋　　　　名 塔　高　　H（面） （2）塔鋼重　　（t／m） （2）床版コンクリート（m’）

桁　高　　h（m） （3）ケーブル鋼重 （3）ピァー鉄筋重量（t） （2）下部建設費 峰済性に　かかわ　る　特記事項
（所在地・完成年） （h／中央支間長） （4）沓，他 （4）床版厚　　（㎝）

（5）その他 （3）舗装附属費

橋　長（支間割）

床版・桁・タイプ

塔・ケーブルタイプ 合計鋼重　　（kg／㎡） 総建設費

B＝41．7m 河川横断部のみ 基礎及び塔 （1）塔1，110万マ砂 設計上

（14．75x2） コンクリート　18，700㎡ 鋼桁4，700 ・桁は主径間が鋼床版箱桁，側径間がPC箱桁の複合斜張橋。

FLEHE H＝129．5m （1）＋（2）　7，000t 鉄筋　　　1，650t PC桁2，930 ・ケーブルはロックドコイルで最大径111φ㎜（最長320mm）を採用。

h；3，8m （3）　　1，200t 鋼材　　　　100t ケーブル内層は鉛丹塗り，外層は亜鉛メッキ。

（2）　　720万マ砂 ・桁継手は全溶接構造。（西ドイツ，1979年） （1／97） 高水敷部

逆Y形 8，200t コンクリート　42，900㎡

1148．Om （RC） 鉄筋　　　2，900t Σ＝9，460万マルク

ファン，ハープ 鋼材　　　1，350t
（60．Ox13＋368．0） 主径間・鋼箱桁

側径間・PC2箱桁

LRC
1面ケーブル

B＝15．75m （1）　2，230t（387） 設計上

（12．5） ・主桁は，中央が鋼床版箱桁，側径間がP　C桁の複合斜張橋。

TJORN H≒69m （2）　　一

h＝3．Om 架設及び工期

（スウェーデン，1981年） （1／122） （3）　　364 ・工期が非常に花井，事業決定よりZ車線開通迄1年7ヶ月

門　形 不　　明 不　　明 完成迄5ヶ月である。

647．Om （RC） （4）152（ケーブル定着構造） ・継手部，ケーブル定着部に部分足場がある程度である。

・工場で上塗塗装迄されている。ファン

（156．6＋36ao＋124．0） 主径間・鋼箱桁 Σ＝2，746t（476）

側径間・PCT桁
2面ケーブル

中央径間鋼床版

B富21．9m 設計上

（7，3x2） ・渦励振による耐風対策とし，中央径間に8ヶの粘性質量ダンパーを取つけ

KESSOCK H＝40．Om た，これは制振翼を設けるより経済的と判断した為である。

h＝3．5m
（イギリス，1983年） （1／69） 架設上

独立2本柱 ・継手部や，桁引込みの足場が非常にシンプルである。又，落下防止の安全

1052m ハープ 不　　　明 不　　明 不　　明 ネットは設けてない。

ス酋イラルカッジ

（60．〇＋64．〇＋64．〇＋72．0＋80．0 ストランド（メッキ） 製作上

＋240．0＋80．0＋72．0＋64．0 2面ケーブル ・キャンバーは添接部を折点とし，加工の簡素化を計った。

＋64．0＋64．〇＋64．0＋64．0） 鋼床版1桁 ・仮組立は，最初の格間ブロックのみを行い，他は行なわないで製作の簡素

化を計った。



経済性比較（2）
幅　員　　B⑥ （1）桁鋼重t　（kg／㎡） ①ピアーコンケリート・V（㎡） （1）上部建設費

橋　　　　名 塔高　　H（鵬） （2）塔鋼重　　（t／m） （2）床版コンクリート（㎡）

桁　高　　h（酌） （3）ケーブル鋼重 （3）δ一鉄筋重量（t） （2）下部建設費 経済性　に　かかわ　る　特記事項
（所在地・完成年） （h／中央支間長） （4）沓，他 ④床版厚　　（㎝）

（3）舗装附属費床版・桁・タイプ （5）その他

橋長（支間割） 塔・ケーブルタイプ 合計鋼重　　（kg／㎡） 総建設費

B＝25．6m （1）12，241t（582） 百万US＄ 設計上

LULING （11，7x2） （1）42 ・メンテナンスを考慮し，耐候性鋼材の裸使用，ただしクロスガーダーの内

H＝75，0m （2）　4，350（2900） 部，ガードレールは塗装。

（アメリカ，1982年） h＝4，3m （2）43

（1／87） （3）　　490 架設

836．6m’ A　形 不　　明 Σ＝85百万US＄ ・仮ボルトを使用せず，いきなり本ボルトを使用しナット回転角法とした。

放射型 ④　1，362 ・足場は日本に比ぺ非常に簡単なものである。

600t全旋回型クレーン船を使用し，塔及び桁の架設を行った。（79．2＋154．8＋372．5÷150．9 PW3
＋79．2） 2面ケーブル Σ＝18，443t（861kg／㎡）

鋼床版

B＝11．3m ・桁，塔共に現場溶接を採用。

JINDO （8．4） ・中央径間の桁は直下吊り工法を採用。

H＝69．Om ・上・下部工期含め，34ヶ月と早い。

（韓国，1984年） h＝2．75m （桁架設サイクル　13．5日／ブロック）

（1／125） 不　　　　明 不　　明 不　　明

484．Om A　形
放射型

（7α0＋344．0＋70．0） LRC
2面ケーブル

鋼床版箱桁

DOLSAN A　形 （1）　2，850 ・橋梁部，上下部工期含め33ヶ月と早い。

放射型 （2）　　300 ・形状管理方法は，架設途中は形状管理のみであり，桁閉後にテンションメ

（韓国，1984年） LRC （3）　　150 不　　明 不　　明 一ターによる張力管理を行い，ケーブル本数の半分程度を1回調整したの
みである。2面ケーブル

48生Om 鋼床版箱桁 Σ＝18，443t（861kg／㎡）

（85．0＋280，0＋85，0）

B；2agm 設計上の配慮

（一） ・桁は全断面溶接継手を採用し，できるだけ同一断面を大量に使用した。

FARφ H≒67m 橋梁全区間 ・塔は，中空断面のR　C構造とし，コンクリートボリュームの低減を計った。

hニ3．5m ・メンテナンスを少なくする為，箱桁内部の除湿装置を設けた。

（デンマーク，1985年） （1／83》 210億

A　形 不　　　　明 不　　明 架設上の配慮

530．Om（斜張橋部） （RC） ・’双胴船デッキバージ上に80mの立体ブロックを乗せ，架設地で旋回し，既

ファン 設ブロックに固定し，現場溶接をするという工法により架設の経済性を計
（120．〇＋290．0＋120．0） 鋼箱桁 った。

鋼床版箱桁
PWOS

1面ケーブル

1
の
〇
一
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経済性比較（3）
幅　員　　B（m） （1）桁鋼重t　（kg／m’） （1）ピアつンクリート・V（㎡） （1）上部建設費

橋　　　　名 塔高　　H（m） （2）塔鋼重　　（t／m） （2）床版コンクリート（㎡）

桁　高　　h（m） （3）ケーブル鋼重 （3）ピアー鉄筋重量（t） （2）下部建設費 経済性に　かかわ　る　特記事項
（所在地・完成年） （h／中央支間長） （4）沓，他 （4）床版厚　　（㎝）

（5）その他 （3）舗装附属費

橋長（支間割）

床版・桁・タイプ

塔・ケーブルタイプ 合計鋼重　　（kg／㎡） 総建設費

B＝30，1m （1）　3，455t（283） （2）　2，167㎡ （1）40億円 設計上

（10．5×2） ・塔の連結，主桁とブラケットの連結は，ロッドによる引張り接合を採用し

ADHAM　I　YAH H＝52．7m （2）　203t（3．56） （4）ワッフル型125m皿 （2）38　” ている。

・桁はワッフル型コンクリート床版と鋼箱桁の合成断面とした。h＝3．3m
（イラク，1985年） （1／55） （3）　　196t Σ＝78億円 ・工期は上，下部で3年が始めの予定であった。

独立1本柱 （戦争でL5年延びた）

405．Om ファン，LCR （4）　　66t （2）に取付道路費 ・足場は日本に比ぺ非常に簡単なものである。

約1／3を含む鋼箱桁

1面ケーブル Σ＝3，920t（322kg／m’）

合成箱桁

RCワツフル型
床版

B＝32．Om （1）　5，600t ピアーV．3，006㎡ 総工費 設計上：全ての面で経済設計の考えが生されている。

（8．7x2） タワーV．8，586 215m厚のプレスキャスト床版と桁高2mの工断面の合成桁として経済断

ANNAC　I　S H＝98．8m 45．7百万CN＄ 面を考える。

h；2．Om ピアー鉄筋　550t ・材料及び労働力調達等のコスト面より，プレキャスト床版及びコンクリー

（カナダ，1986年） （1／233） タワー”　2，050t ト舗装を採用。

H　型 ・現場作業の省力化を考え，現場接合はボルトを使用した。

930，5m （RC） ・加工の簡化より桁部材長は18mとし，ケーブル間隔は9mとし最小費用で

ファン 架設時の曲げ剛性を確保した。

（50．0＋182．75＋465．〇＋ 鋼2主1桁 ・塔は下部工費のコストアップを含めて考え，RC構造が経済的と判断した。

182．75＋50．0） PWS
2面ケーブル 架設

プレキャスト床版 ・桁及びプレキャスト床版の架設は1サイクル10日の工程，下部工期10．5ヶ

月，上部8ヶ月。

B＝33．Om （1）13，950t（541） （1）68億円 設計上

（12．0×2） ・ケーブルはロックドコイルを使用している最大径は167φで世界最大であ

CHAO　PHYA H＝78．3m （2）　2，000　（12．77） （2）28　” る。

・桁高4mで，ウエブの鉛直方向で断面変化させ経済断面としている。h＝4．Om
（タイ，工事中） （1／113） （3）　1，250 不　　明 Σ；96億円 ・塔ブロック間の連結は，メタルタッチによるカの伝達を原則とし，溶接を

独立1本柱 パーシャルの突合せとし補足的に併用している。

78L2m ファン （4）　　900

LCR
（46．8＋57．6＋61．2＋450，0＋ 1面ケーブル Σ＝18，100t（702kg／㎡）

61．2＋57．6＋46．8） 鋼床版箱桁

中央径間のみ台形



経済性比較（4）
幅　員　　B（m） （1）桁鋼重t　（kg／m’） （1）ピアーコンクリート・V（㎡） （1）上部建設費

橋　　　　名 塔　高　　H（m） （2）塔鋼重　　（t／m） ②床版コンクリート（㎡）

桁高　　h（m） （3）ケーブル鋼重 （3）δ一鉄筋重量（t） （2）下部建設費 経済性　に　かかわ　る　特記事項
（所在地・完成年） （h／中央支間長）

床版・桁・タイプ

（4）沓，他 （4）床版厚　　（凹）

（5）その他 （3）舗装附属費

橋　長（支間割） 塔・ケーブルタイプ 合計鋼重　　（kg／m3） 総建設費

B＝30．Om （1）10，864t（555） （1）24，145㎡ （1）10α2億円 設計上

大和川橋 （25．4） ・塔断面は，1本柱であり，面外曲げに抵抗すべき高張力鋼H．T．80材を使用

H＝62，3m （2）　1，337　（10，73） （3）　2，334t （2）　42．6〃 している。

（大阪府，1981年） h＝3，6m ・基礎は，大規模な鋼管矢板式基礎工法とした。

（1／99） （3）　1，201 （3）　　2．6”

653．Om・ 鋼床版

台形箱桁 （4）　1，043 Σ＝145．8億円
（149．0＋355．0＋149．0） 独立1本柱

ハープ Σ＝14，445t（737）

PWS
1面ケーブル

Bニ1生5m （1）　5，849t（534） （1）44，519㎡ （1）　87．7億円 ・ケーソン施工は，水深が深い為，鋼製ケーソンをF／Cにより吊り込み，
名港西大橋 （12．5） 海上ジャケットの中に入れる工法とした。

H＝89．3m （2）　3，063　（17．15） （3）　5，223t （2）　70．9〃 ・主桁の架設で側径間及び中央径間の一部は，F／Cによる大ブロック架設
（愛知県，1985年） h＝2．72m 工法を採用。かつ，中間径間部は，直下吊り工法とした。

（1／149） （3）　　600 （3）　　3．8〃 ・塔の架設は，F／Cによる大ブロック立起こし架設の工法とした。
755．Om 鋼床版

偏平六角形箱桁 （4）　　561 Σ＝162．5億円
（175．0＋405．0＋175．0） A　形

ファン Σ＝10，073t（920）

PWS
2面ケーブル

B＝2a5m （1）　6，570t（614） （1）　2，500㎡ 不　　明 ・な　し

S字形斜張橋 （　）

HL＝65．Om （2）　　450　（4．79）

（東京都，1986年） H2＝29．Om
鋼床版 （3）　　230

455．Om 変台形箱桁

独立1本柱 （4）　　290

（4α5＋134．0＋220．〇＋60．5） ファン

PWS Σ＝7，540t（705）

1面ケーブル

め
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§3安全性比較

－

o
o
I

架設計算の手法等 架設時の本体及び機材の 足　　　　場　　　　の　　　　概　　　　要 その他安全に関して
安全率　　基準等

塔添接足場は強固手摺も強固ネットはなし。

FLEHE 橋上の手摺は1段でスタンションは弱そう。ネットなし。
主桁添接足場は移動式。

橋上手摺不完全。

T　J　O　R　N 主桁添接足場は移動式でシンプル。

橋上手摺は（スタンション）＋（ロープ）すぐ倒れそう。 安全記録はファーストクラス。

K　E　S　S　OC　K 主桁添接足場は移動式。 重大災害なし。

海 架設先端橋脚へはとう乗設備を使用。命綱なし。

解体計算により断面力、 主桁添接足場は移動式。作業場所で一部ネット使用。

外

L　U　L　I　N　G 変位算出 とう乗設備使用時に命綱使用。

J　I　N　D， 桁側ケーブル引込足場は人が乗れる最少限の設備（手摺もなし）。
橋上手摺（スタンション）＋（ロープ）すぐ倒れそう。

工 D　OL　S　A　N 主桁添接足場は移動式。構造シンプル。

桁側ケーブル引込足場は移動式。　（しっかりしている）

事 FARφ
主桁添接足場はケーブル引込足場と一体。

非線形、線形解析により各ステ 一部BS153 主桁添接足場は移動式。

A　D　H　A　M　I　Y　A　H ップ毎に解析 ほとんど日本の「道示」及び アウターガーダー架設後は全面足場。　（板）＋（金網）

r鋼構造架設設計指針」 日本の一般橋梁の設備に準じてはいるが，簡単である。

架設状態を現場のコンピュータ 塔側ケーブル引込足場は移動式。　（しっかりしている）

A　N　N　AC　I　S 一により常に把握 PCコンクリートパネル架設前は一応手摺（ロープ）有。
作業員は安全帯を着用。

線形解析で各ステップ毎に解析 日本の「道示」及び 主桁添設足場は移動式。

CHAO　PH　YA r鋼構造架設設計指針」 概して足場はシンプル。

非線形解析により各ステップ毎 「道示」及び 橋上手摺、添設足場は強固。ネット使用。
国 大　和　川 に計算 「鋼構造架設設計指針」 主桁添設足場は強固。　　　　　　〃

内

線形解析により各ステップ毎に
工 名　港　西 計算 同　　上 同　　　上

事

S字斜張橋 立体非線形解析により各ステッ 同　　上 同　　　上

プ毎に計算



§　4　形状管理
　　　項目
橋名

形　　　　　状　　　　　管　　　　　理　　　　　方　　　　　法
結　　果　　お　　よ　　び　調　　査 備　　　　　　　考

架　　　　　　設　　　　　　時 架　　　設　　　完　　了　　　時

FLEHE ケー九張力油圧ジャッキのゲージ圧で制御管理

JTOR阿 設計シム量挿入のみ 調整なけし。載荷実験を行い主桁応ヵおよびケー
ブル張力の設計値との比較をしている。

KESSOK 主桁キャン爪設計値に対し20m田

LULING センターホールジャ，キーの荷重計を監視しながら設計シム

量挿入のみ（シム量，最上段ケー九6in4inその
他

主桁キャンκ一　とケーブル張力計測（加速度計とオシロヴ

ラフを用いた強制振度法，夜間実施）

1回の調整（ケーブル72本中27本）で規定値満足・
規定値は主桁キャンパー中央で12in（305㎜〉以内ケー

九張力，設計値に対して±5％以内。

主桁軸ンル通常のレベ貼使用。
主塔の倒れ，橋脚上からトランシットを

使用。

JINOO 主桁キャンルとケー九張力計測 主桁間ケーブル2，3本張力再導入，その結果
すぺて規定値を満足した。

DOLSA四 主桁キャンル計測のみ 主桁キャンバーとケー九張力計測（テンションメーター） ケーブル総本数の中半分程調整。　1回で規定使を満

足した。

FAR

ADA田YA闘 主桁キャンル計測 設計シム量のみで規定値満足。規定値との軸ンバ
ー差最大30㎜

ANNACIS 主桁キャンパーとケー九張力計測（ロード肌），サ朴コンピューク

ーによる解析をしている。

CHAO　PHYA 主桁キャンルとケづル張力計測（テンションメーター）　架設

ステッブ毎に最適シムを決定している。

OUINC￥

名　港　西 主桁キャンル，主塔倒れ，ケー九張力（振動法と油圧
ジャッキ併用）計測

調整なし，主桁キャンバー誤差＋37㎝～一15㎝ケー九

張力誤差一11t～＋6t（目標導入張力131t～
190t）

主桁キャン府，レ砒併用

主塔の倒れ，レーザトランシット使用。

大　和　川 素線歪，ケづ肘ヴ，ケー九振動数の3点の計測 ケーブルサプ値（中央径間上段）設計値406皿mに対し

て437m皿

素線歪はひずみゲージを使用。

S宇斜面橋 主桁キャンル，主塔倒れ，ケづル張力（振動法とロー隠
ル併用〉☆主桁キャンル管理重視

架設時と同様（架設機材撤去）
☆ヶづル張力管理重視

主塔面内曲げモーメ踏誤差大，ケづルチ8本中21本調

整。規定値内に、入った。

卜
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§　5 耐風性に関する主要工事の実績（■）
FLEHE（西独） TJORN（スゥェーデン）

橋　長（支間割） 114．8M　（13x60二780
　　　　　＋368）

645M（156＋366＋123）

幅　員 41。7M ！5．75M

構造形式

主桁
主径間：鋼床版1箱桁（3。8M×16．3M）

従径間：PC箱桁

主径間：鋼床版1箱桁（3．OM　X　8．5M）

従径間：PC箱桁

塔 コンクリート製　A型 コンクリート製（4．OMX4．5M）門型

ケーブル ロックドコイル（MAX×118φ〉一面 ロックドコイル（MAXx108φ）二面

架設工法（主径間
片持架設 片持架設

（トラベラークレーンによる直吊り）

耐
　
　
風
　
　
対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容

主桁

計画時 塔

・］ ケづル

実　施

設計時

主桁
計算によりV。，＝47m／sec
であることを確認し，対策は不要と判断
した。

塔
十一

ケーブル
一

実　施

対　策

主桁

L
塔

ケづル

6～12本のワイヤーを部分的に集中させ
た配置である。並列ケーブルの振動防止
を目的としスペーサを挿入している。

完　　成　　年 1979．12 1981．11
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耐風性に関する主要工事の実績（2）
「＼一＿ KESSOCK（英） LUL　I　NG（米）

陸 犀（支間割）　　　1052M　（60＋64×2＋72＋80＋240＋
十80＋72＋64×5）

837M

（79．25＋155＋372．5＋151＋79．25〉

一
幅

口
貝 21。92M 25。604M

構遥形式

主桁
鋼床版2主桁（h＝3．、5M） 鋼床版2箱主桁（h＝4，267M）

塔
鋼製箱断面（1．6M×2．2M）

　　　　　　独立単柱2本

鋼製懲面｛鵠㍑1間）

ケーブル 橋梁用スパイラルロープ　ニ面
HiAmアンカーヶ一ブル（307）二面
　素線6．35mmφ

架設工法 （主径間
片持架設
（トラベラークレーンによる）

片持架設

計画時

主桁
2次元風洞試験により基本断面形状を決
定している。
フェアリングを取付けている。

耐

塔

風

ケーブル

対

実　施

主桁
グラスゴー大学での風洞実験の結果，渦
励振の発振があったが，対策の必要はな
いと判断した。

2次元及び3次元の風洞試験を実施した

策
　
　
　
の

設計時．塔

内

ケーブル

容

実　施

主桁
実機計測の結果，振幅250mmの渦励振を
観測。

TMD方式の制振装置取付け。

対　策 塔
制振対策は実施していない。

ケーブル

完　　成 年 1983 1983．10
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耐風性に関する主要工事の実績（3）
J　I　NDO（韓国） FARO（デンマーク）

橋　長（支間割） 484M

（70．0＋344．0＋70．0）
1726M　（78＋7×80＋120＋290
　　　　＋120＋6×80＋78）

幅　員 11．7M 22．2M

構造形式

主桁 鋼床版1箱桁（2．75MX11．7M） 鋼床版1箱桁（3．25MX19。6M）

塔

鋼製箱断面（2．OM　X2．5M）

　　　A型
コンクリート製

　　　　　A型

ケーブル ロックドコイル（MAX87φ）二面
HiAmアンカーケーブル（MAX277）
　素線7mmφ一面

架設工法（主径間
片持架設
（吊り上げ桁による直下吊り工法）

片持架設
（大ブロック直下吊り上げ工法）

耐
　
　
風
　
　
対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容

計画時

主桁

塔

ケーブル

実　施

設計時

主桁
風洞試験実施
高欄形状もこれにより決定

塔

ケーブル

実　施

対　策

主桁
架設時に一時的対策を実施
　側径間：仮の減衰装置
中央径間：仮の耐風スポイラを設置

塔
架設途中自立状態においてスライディン
グブロック方式の制振装置を設置。

ケーブル

　　　　　　　1984．10 1985．6
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耐風性に関する主要工事の実績（4）
ADHAM　I　YAH　（イ　ラク　） ANNACIS　（カナダ）

橋長（支間割） 370M

（66．．25＋182．5＋12L25）
930．5M（50＋182．75＋465＋
　　　　182．75＋50）

幅　員 30．1M 32．OM

構造形式

主桁
鋼1箱桁（3。335M　X7．5M）
（コンクリート床版）

1断面2主桁（2。1M　X28．OM）
プレキャストコンクリート床版

塔
鋼製箱断面　　（2．OM×2．OM）

　　　単柱
コンクリート製　門型

ケーブル

ロックドコイル（MAX75）一面 ラングより亜鉛メッキ鋼線二面
（PE管被覆）

卜一

架設工法（主径間
片持架設
（仮ケーブル使用）

片持架設
（35t吊トラベラークレーン）

耐
　
　
風
　
　
対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容

一一 　一
主桁

一4一
計画時 塔

ケーブル

主桁
風洞試験によりV．，＝50m／secを確認し
ている。

実　施

設計時 塔’

ケーカし

実　施

対　策

主桁
架設系の2次元風洞試験を実施。耐ギャ
ロッピング対策としてデフレクターを一
時的に設置。

塔

ケーブル

完　　成　　年 1985．7 1986．2
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耐風性に関する主要工事の実績（5）
CHAO　　PHYA　（タイ　） SECOND　　HOOGHLY　（イ　ンド

橋　長（支間割） 781．2M　（46．8＋57．6＋61．2＋450
　　　　　＋61．2＋57．6＋46．8）

822．96M
　（182．88＋457．2＋182．88）

幅　員 30．1M 32。OM

構造形式

主桁 鋼床版1箱桁（4。OMX21．8M）
1断面2主桁（2．OMX29♪1M）

コンクリート床版

塔
鋼製雛面｛讐鑓：1）

鋼製箱断面　門型

ケーブル
ロックドコイル（MAX167φ）一面 二面

架設工法（主径間
片持架設
（トラベラクレーンによる直下吊上げ）

耐
　
　
風
　
　
対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容

計画時

主桁

塔

ケー九

実　施

設計時

主桁
計算により自励振動V．，ニ90m／sec
以上を確認。

塔
計算により渦励振Vc，＝7m／sec
を確認しているが，この時点では不要と
判断した。

ケーブル

実　施

対　策

主桁
風洞試験の結果，渦励振の制御が必要と
なりTMD方式の制振装置を設置する。

塔 同　　上

ケづル

完　　成　　年 1987．12 工事中
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耐風性に関する主要工事の実績（6）
大　和　川（日本） 名　港　西（日本）

橋　長（支間割） 653．OM　（149．0＋355．0＋149。0） 758．OM　（176．5＋405＋176．5）

幅　員 30．OM 14．5M

構造形式

主桁 鋼床版1箱桁（3．6MX19．OM） 鋼床版1箱桁　（2．72MX14．5M）

塔
　　　　　　橋軸（4．OM～3．8M）
鋼製箱断面
　　単柱　　　直角（3．OM）

鋼製箱断面　　（2．7M×4．8M）

　　A型

ケづル 四S－217～169　一面 HiAmアンカーケーブル（MAX379本）二面

架設工法（主径間
片持架設
（トラベラークレーンによる単材）

片持架設
（トラベラークレーンによる直下
　　　　　　　　　　　　　吊上げ）

耐
　
　
風
　
　
対
　
　
策
　
　
　
の
　
　
内
　
　
容

計画時

主桁
2次元風洞試験により断面の基本形状を
決定。

塔

ケープル

実　施

設計時

主桁
3次元風洞試験により最終断面形を決定
した。　（完成系・架設系）フラッタ及び
渦励振の発生がないことを確認。

2次元風洞試験を実施（完成系）
架設系に対して3次元風洞試験により，
安定性を確認。

、塔
風洞試験の結果，頂部の構造を閉塞型か
ら開口型に変更架設途中の自立時にTM
D方式の制振装置を設置。

ケーブル

実　施

対　策

主桁

塔

ケーブル

完　　成　　年 1982．5 1985．3
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耐風性に関する主要工事の実績（7）
S字斜張橋（日本）

橋　長（支間割） 455，0M（40．5＋134。0＋220．0＋60．5〉

幅　員 23，5M

構造形式

主桁 鋼床版1箱桁（3．2MX15．OM）

塔
鋼製箱断面　橋軸（3．5M×2．5M）
　　単柱
　　　　　直角（3．OM）

ケーブル HiAmアンカーヶ一ブル（MAX313本）一面

架設工法（主径間
片持架設
（トラベラークレーンによる単材）

耐
　
　
風
　
　
対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容

計画時

主桁
耐風性の照査要目を整理し，
2次元及び3次元の風洞試験
により基本断面の決定，空力

塔
ダンパーの設置による安定性
対策を確認している。

ケーブル

実　施

設計時

主桁
風洞試験により空力ダンパーの最終形状
を決定。

塔
風洞試験により空カダンパーを設置する
ことに決定。

ケーブル

実　施

対　策

主桁 フェアリングを取付けている。

塔
デフレクターを取付けている。（完成系）
架設途中の自立時の対策として足場に整
流技を取付けている。

ケーブル

完　　成　　年 1986．
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§6斜張ケーブルの比較（■）
橋　名

F　l　e　h　e

項 目

ロックドコイル

外　　観　　　　種　　別 　　，　傘
　　　　　　　　　　　　　　　　　1面吊り
　　　　　　　　　　　　　　　　ハープ＋ファン形
1　6。．。x！3富78。．。　！3砧。1　　　　　　7段
除　　　　　　　　　PC・ri　　　　　　　　　　　l　　　　亨桁　　　　1

丸鋼線（5層）及びZ鋼線（6層）
4。25～4．8皿m

φ93皿m，φ97mm，φ　105㎜，φ　111mmの4種類

ス　ト　ラ　ン　ド形状

最大ケーブル長；320m

ストランド数 上から　φ105－12本，φ97－6本，φ111－6本，φ111－6本，
ケーブル

φ97－6本，φ93－6本，φ111－6本
ケーブル径　　　（皿皿）

素線
・

引張強さ　　　（kg／㎜2）
弾性係数　　　（kg／㎜2） 163

ケーブル鋼線外層　　　亜鉛めっき
ケーブルの内層鋼線　　亜麻仁油＋鉛丹塗り

ケーブルの防錆方法 ケーブル上面塗装　　　下塗り　Fohc　PCR8041
450μ　　　上塗り　Fohcポワウレタン

材　　　　料 こr瞬

ソ
ケ
ツ
ト

定
、 着方法

定着構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随↑並賦　獣

．．，，．，欄．縮醗難鐡懸
にナット固定　　　　　　　　コンクリート桁側　　　　　　　　鋼桁側

塔・鋼桁側一ナットで固定　　　　　　　　　　　塔　側

架 架　設　方　法
、

ケーブルベントの使用有無
引込み側 主桁側

設 プレス．トレス導入方法 ソケットに引張りスピンドルをねじ止めし，ジャッキで押し下げる

張力の測定方法 油圧ジャッキのゲージ圧

oケーブル重量　1200t
oケーブル試験

伸び剛性試験
そ の　　　　他 引裂き試験

ボルトのねじ山強度試験
ケーブルの耐久性試験

o製造工場　Thyssen社
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斜張ケーブルの比較（2）

項

　　　　　　　　橋　名

目

T　j　o　rn

外　　観　　　　種　　別 ／

ロックドコイル
2面吊り

ファン形　4・段

謄66 1　　　・筋o h24（1
PC鼻＝； 1　　　　　　　碇匹・そ I　PC幅；1

ス　ト　ラ　ン　ド形状

φ77，　　φ88，φ108の
　　　　　　3種類

Max．ケーブル長：160m

ケーブル

ストランド数

ケーブル径　　　（mm）

2本

上記

素線 引張強さ　　　（kg／mm2）

弾性係数　　　（kg／mm2）
163
1．68x104

ケーブルの防錆方法
素線の電気亜鉛めっき＋ポリウレタン塗装

（450μ）

ソ
ケ
ツ
ト

材　　　　料

定　着方法

定着構　造

Zamak　Z610

鋳造（GS62．3，DIN1681〉

ソケット外面にネジを
切り，ナットにて固定 　　　　　　塔　側

RC主桁側　　　　　　　　　　鋼製主桁側

架
　
　
　
　
　
設

　　架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無
　　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

引き上げる。

　　　　無
　　　主桁側

塔の頂部に設けたホイストにて

ソケットに取付けたテンションバーをジャッキにて引き込み
1次振動の周期を測定及びジャッキのマノメーターの読み

そ　　　　の　　　　他

0　2本のストランドは片方ずつ取換え可能

oケーブル，ソケット他重量： 364t
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斜張ケーブルの比較（3）

項 目
，

橋　名

Kessok

外　　観　　　　種 別

■

スパイラルブリッジ
噌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”． ストランド2コ　、　4f．ll

2面吊り

マ嘘一・婁．1』6酔．∵刀
　　1：
　　z名・卸＝働歯a・’7乙・

ハープ形 8段

6一層r9

ス　ト　ラ　ン　ド形状 φ　101㎜

ケーブル

ストランド数

ケーブル径 （㎜）

素線 引張強さ

弾性係数

（kg／皿m2）

（kg／mm2）

ケーブルの防錆方法
素線の亜鉛めっき

ソ
ケ

材　　　　料

定．着方法
必惹露．☆5∵1〆5∵

ツ
ト 定　着　構　造

ソケット外面にネジを切り，　　lr『3 ＼《
　　悉

；
r
弧
b
’
禽
春

ナットにて固定　　　　　　　　　　　1 言 ．Y

g　l

架、 架　設　方　法
油圧クレーンで行ない，ウインチで引込む

　　　　　　　　　　　　　『グ／

設

ケーブルベントの使用有無

　　引込み側
プレス・トレス導入方法

張力の測定方法

　　　　　　　　　　「　主桁側
ソケットにネジ込まれたテンションロッドをジャッキ（450t）にて引き込む

振動法

〒り

そ　　　　　の 他

o製造工場　British　Rope
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斜張ケーブルの比較（4）

項　目

橋　名

外　　観 種　　別

　　’＼＿ス　ト　フ　ン　ド形状

ケープル

素線

ストランド数

ケーブル径 （mm）

引張強さ

弾性係数

（kg／皿m2）

（kg／㎜2）

ケーブルの防錆方法

ソ

ケ

ツ

ト

架

設

材 料

定着方法

定着構造

架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無
　　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

そ の 他

Lu　l　l　n　g

＠7葉 彫　P7 に

　　P2　珍
179．21！54．81

舛P5

　　372．5

8　／

　　1
Pl9ρ’1

150．9

179．21

PC鋼線ストランド
　　　　　（φ6．35㎜）

2面吊り、
放射形　3段

素線径　本数　　PE管外径（mm）
　6．35×103　　　 φ110
　”　×211　　　 φ160
　”　x271　　　　φ160
　”　×307　　　　φ181

平行ストランド4種類

規格：ASTM－421

　　　　TYPE　BA

ケーブル長（m）
　　　84。2～178

2本又は4本

169
2．04×104

ポリエチレン管（PE管）で被覆し，
内部にセメントモルタルを充填

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ

塔頂の架設機により，直接
引き上げる

　無

主桁側
ジャッキにより直接引き込み
加速度計とオシログラフを用いた強制振動法

　　　　　1；鵬　　　　　－

　　　　一1

＿、，1　一

帯＝r断＝
oケーブル鋼重　　490．4t

o製造工場 神鋼鋼線工業
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斜張ケーブルの比較（5）

項貝

橋　名

外　観 種　別

ス　トランド形状

ケーブル

素線

ストランド数

ケーブル径　　 （mm）

引張強さ　　（kg／㎜2）

弾性係数　　　（kg／mm2）

ケーブルの防錆方法

ソ

ケ

ツ

ト

材　　　料

定．着方法

定着構造

　架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無

　　引込み側
プレス’トレス導入方法

張力の測定方法

そ の 他

Jido（珍　島）

ク熊　　多笏＼、

70．Oi　　即　　　17α。！

ロックドコイノレ

2面吊り

放射形

φ56mm，φ67㎜，φ76mm，φ87mmの4種類

1　本

上　記

素線の亜鉛めっきとSilvercoat

ソケットの外側にネジを切り，
カラーを組み込み，カラーにて
受ける

塔頂の架設機により，直接
引き上げる

　無
　主桁側
ジャッキ（200t）で直接引き込む
テンションメーター

o製造工場　東京製綱
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斜張ケーブルの比較（6）

項　目

橋　名

外　観 種　別

ス　トランド形状

ケーブル

素線

ストランド数

ケーブル径　　（mm）

引張強さ　　（kg／mm2）
弾性係数　　　（kg／mm2）

ケーブルの防錆方法

ソ

ケ

ツ

ト

架

設

材 料

定着方法

定着構造

架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無

　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

そ の 他

Dolsan　（突　山）

850 7go旧 05爾

一冒’　　　　　7，｝

〃無’
　　1

痂1懸孝o偏

”
舳

凶伊

ロックドコイノレ

2面吊り
放射形

・9醐呵一u」＿』＿＿昌．
胆踊・マ1ダ陶轟』・・

¶塊一M

φ56mm，φ67mm，φ76㎜，φ87mmの4種類

1　本

上　記

素線の亜鉛めっきとSilvercoat

ソケットはスレートタイプ
ソケットの前面にて受ける。

蚤3

蓬

塔頂の架設機により　直接
引き上げる

　無
　主桁側
ジャッキ（200t）で直接引き込む
原則的にはテンションメーター。荷重の変化はDemec　strain　gauge

oケーブル鋼重　　150t

o製造工場　　東京製綱
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斜張ケーブルの比較（7）
橋　名

Farφ項 目

PC鋼線ストランド（φ7mm）
1面吊り

外　　観　　　　種　　別 ．易， 1熊　　　朔醸　　　　　　マルチファン形　9段
皿

1豹。1 勲。　112。。1

φ7x145～277本

ス　ト　ラ　ン　ド形状

ストランド数 1 本
ケーブル

ケーブル径　　　（mm）

素線 引弓長強さ　　　　（kg／m皿2）

弾性係数　　　（kg／m皿2）

ポリエチレン管で被覆 　　ワイぞ’
Drαh｝bOnd∈1．

ケーブルの防錆方法
したのち内部を

セメントモルタルで
充填

　［　　1145。277Drdh奮e

一（塾謹潔嘆
　　　　　　々リエテレン〆

材　　　　料 し

ソ
ケ
ッ
ト

定着方法

定’着構造

HiAm
　　　　　　　・欝レ
一
　
　
　
　
．
瀦、ミ

並　　　＼諺　　　、＼

架 架　設　方　法
、

ケーブルベントの使用有無
引込み側 主桁側

設 プレストレス導入方法 ソケットに取付けたジャッキにて直接引き込む

張力’の測定方法 固有振動数を測定する

そ　　　　の　　　　他
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斜張ケーブルの比較（8）
　　’＼一　　　　　橋　名
　　　　＼
項目　　＼

外　観 種　　別

ス　トラ　ンド形状

ケーブル

素線

ストランド数

ケーブル径　　 （mm）

引張強さ　　（kg／mm2）
弾性係数　　　（kg／m皿2）

ケーブルの防錆方法

ソ

ケ

ツ

ト

架

設

材 料

定着方法

定着構造

架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無

　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

そ の 他

Adhamiyah

曇
，

↓L ‘

3一畠『 『rrl
ρ　【q 弓＝『 らeo 肖G凡 引〕o 民¶　【『　1

n　　一
認
騨

〆　　z

7 ・”必気・
琴　　　‘。　罰

ロックドコイノレ

1面吊り

ファン形　2段

φ68，φ75の2種類
（上段）（下段）

δ1

Z3

上段12本，下段24本

1．6x104

　　　　し上三…：ヶ一フ、－．ix12x5S許
下三…：・7一フ、－：2＞二2＼7三〇

素線の亜鉛めっき

J　I　S　S28C

亜鉛合金

ソケットをシャベイ構造に
前面定着

＼　　z

ス7レーコラー

イジ

ーヂA一　下フランシ

ン汀甲フ■一ト
γケクト

塔頂に設けたエレクター又は
塔中段に設けた巻揚げ装置に
より，吊り上げる

　無
　主桁側（塔側は塔頂サドル）
ジャッキ（200t）で直接引き込む
ジャッキの圧カメーター

　　＼　／　　＼
／　　　＼＼
／　　　　　　＼

▽
κYグ＼

φM1’

oケーブル重量　　196t

oケーブル材料　J　I　S　G3506　SWRH72A

o製造工場 東京製綱
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斜張ヶ一ブルの比較（9）
　　　　　　　　　橋　名

項　目
Anna　c　i　s

外　　観　　　　種　　別

90．0　　182乃 嚇0 旧275　　■00 PWS
2面吊り

マルチファン形　12段
亜鉛めっき鋼線
　　　（φ7mm）

・漁　　　　笏 緯融

嗣　i　　　　　　雲 ≡　　　　　』　呈

ス　ト　ラ　ン　ド形状

φ7x　109～283本

ケづル

ストランド数

ケーブル径　　　（mm）

1　本

素線 引張強さ　　（kg／㎜2）

弾性係数　　　（kg／㎜2）

ケーブルの防錆方法
平行線ケーブルをポリエチレン管で
被覆して，合成樹脂を注入

ソ
ケ
ツ
ト

材　　　　料

定着方　法

定’着’構造

鋳物　　　　　　　，羅
亜鉛鋳込み　　　　襲　麟慰一
　　　　　　　　　　　　　　　§榔

一、＿■一二－F』1F‘－、壱一学　　2　’、一鴨一

l　l　　　　l
　主桁側

［
塔
　
側

架
、
　
　
　
設

　架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無

　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

塔直下に設置したウインチにより，
中空タワーを通して引き込む

　無

ロードセルにて計測

‘1

一

翔
1
細 イ》デ

匪．

上噌ごL〆一

一一一　　　　　■　一

そ　　　　の　　　　他

oケーブル鋼重　1500t

o製造工場　British　Rope
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ヤ　周

斜張ケーブルの比較⑩
橋　名

Chao　Phya
項 目

ロックドコイル

外　　観　　　　種　　別

轟
　
　
ム

．2霧多霧『濾・諌
1面吊り
ファ、ン型 17段

157．韻

46．3　161．2　　　　　　　4500

L暴，！

D　I　N2078（丸素線）及びD　I　N779（Z素線）

ス　ト　ラ　ン　ド形状

φ121
φ125
φ134
φ160

藤／一

計17本

ストランド数 1　本
ケーカレ

ケーブル径　　　（mm） 上　記

素線 引張強さ　　　（kg／mm2） 155
弾性係数　　　（kg／mm2） 1．6x104

ケーブルの防錆方法 素線の亜鉛めっきとZinc塗装

ソ
ケ
ッ
ト

材　　　　料

定着方　法

定着構　造 ソケットの前面定着

　　　　　素．
け劉

〆鳩1コ

主桁側 塔　側

架 架　設　方　法
塔頂の架設機により，
直接引き上げる。

一繭

ケーブルベントの使用有無

　　引込み側
　無

主桁側

蜘r匡＿［『嘩旺

ニコニコ；一L“　　　　　　　に1

熱並L証
設 プレストレス導入方法 ソケット先端にロッドを連結し，引張ジャッキ（900t）にて引き込む

張力の測定方法 テンションメーター

oケーブル鋼重　1250t

o製造工場 西ドィツThyssen社
そ　　　　の　　　　他
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斜張ケーブルの比較⑪
　　　　　　　　　橋　名

項　目
大　和　川

外　　観　　　　種　　別
　1’q　　　　　　　　　　■器’、　　　　　　　　140∩

自』臼　　　o　“

　　　　　PWS
・　　　　　1面吊り

　　　　　ハープ形　4段
　　　　　亜鉛めっき鋼線
　　　　　　　（φ5mm）

ス　ト　ラ　ン　ド形状

凹　　属 ワ㌔；8 翼留下ま 暫 露冊韻 臨 i　　　剛
『，1星

P置5・169 獅 鐸 ”四 陶 願．●
上　　　　厭

“，義卜，ン”
贋，醐噂

『貿s・：ユ7 釦7 翻… 働 闘．■

晋9尾占ン言

π3呂けン跨

鎚．轟．禽

6膿．7冨＝

ケーブル

ストランド数

ケーブル径　　　（mm）

PWS－21713本　　PWS－21713本　　四S－16919本　　四S－21719本

　　　　　　　麟韓単盤　欝一’
　　　　　　C“［77”7－7ρ　　　　　　　C2e1「”17－7ル　　　　　　　‘31よ一”7璽7駒　　　　　C■‘昌』」一頴，一7億

160～180

2．Ox104以上

素線 引張強さ　　　（kg／mm2）

弾性係数　　　（kg／㎜2）

ケーブルの防錆方法

FRPシース

ソ
ケ
ッ
ト

材　　　　料

定　着方　法

定’着構造
（縦シャイベ形式）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　rぎ
ソケットをアンカづ一外に前面定着　　　　　　　　　　→一

S　C46（J　I　S　G5101炭素鋼鋳鋼品）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7甥f獄7ンーダー
亜鉛（Zn98％，Cu2％）鋳込み 　　　　／曜＝・

　　　・ノニニニ≡E二』

　　　　、　＝二
　　　　庭　ソケ7卜

架
、
　
　
　
設

　架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無

　　引込み側
プレストレス導入方法

張力1の測定方法

塔頂の架設機により，直接
引き上げる（キャットウォーク使用）　　　　　　ケー7個ント　ー　キ”卜伽曹ク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
1　・し’

　有　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・酎　　IP　P＝1　　　・一

主桁側（塔側は塔頂サドル）』

　塔頂サドルの打上げ（2m以内）
　ケーブル砂，素線ひずみ（ひずみゲージ〉，振動数

r　　　　　Fマ　　　　　　　　　　　　　槽

そ　　　　の　　　　他

ケーブル工諸元

名　　旨　　・　鯉　　ロ　　1瞬：麟臓■　1　罠丑工場

ケープ絹　護：ltl…粥！i影議：1鵬醤

ソケ7日　鰯　1酬勤1篇賠
ケープ胆・ンh　　SG6　　1　H　q沖　I　r5旧金菰献

・藩頂峠　ド’レ』 寓w42　1　95　1由　1
スプレー一ドル＝　　駁縛　　　　71　｛1ら一

，気プ♂’〆オ引SCi63CW421　8　06’1
室金，7イラー・SC’．【望AS三4b　置02　『2訪〕i
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斜張ケーブルの比較⑰

七

項　目

橋　名

外　　観 種　　別

ス　トラ　ン　ド形状

ケーブル

素線

ストランド数

ケーブル径 （mm〉

引張強さ
弾性係数

（kg／mm2）

（kg／mm2）

ケーブルの防錆方法

　　「r材
　　　ソ　　　　定
　　　ケ　　　　定

●・
　　　卜

架

設

　　　料

着方法
着構造

架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無
　　　引込み側
プレストレス導入方法

張力の測定方法

そ の 他

名　　港　　西

175．0 4αi．o ！75．0

　　I　　　　　　　　　l

「一凸 占 1

PC鋼線ストランド
　　　　（φ5㎜）
2面吊り

マルヂファン形　12段

7種類
φ5x379本
φ5×337本
φ5x313本
φ5x283本
φ5x241本　5本
φ5x217本　12本
φ5x163本　2本

計24本x4

ξ1 屡i 罰

1　本

上　記

160～180

亜鉛めっき素線にポリエステル
焼付けを行い，集束した後，
ポリエチレン管で被覆し，
セメントミルクを充填

亘雪合めっき銅線φ5

‘＝7．1一一9．3

S40C（JIS　 G4051
HiAm

塔　側一ソケットを介して定着桁

　　　　へ前面定着
主桁側一外側ウェブに定着用
　　　　鋼管（遠心力鋳鋼管〉を割り
　　　　込ませた構造（バィプァンカー形式）

機械構造用炭素鋼鋼材）

　主桁側　　　　塔　側

塔頂の架設機により，直接
引き上げる

、

　　無勇身ゲづ／（　主桁側　　　　　　　　　　　　　　　　Z4ケ
ジャッキ（500t）で直接引き込む　　　　　　．、、．，

ケーブルに圧電型加速度計を取り付け，常時微動を計測した（振動法）

oケーブルは単ストランド方式で，ケーブル取換えが容易な構造

o鋼重（ケーブル関係）
　　　PW　S　　　　　518t
　　　形鋼・その他　　103t
O製造工場　　神鋼鋼線工業

計621t

一126一



　　　　　＼

斜張ケーブルの比較㈲

項 目 ＼ 、＼

橋　名

＼
＼

外 観 種　　別

ス　トラ　ン　ド形状

ケーカし

素線

ストランド数

ケーブル径　　（mm）

引張強さ　　（kg／mm2）

弾性係数　　　（kg／mm2）

ケーブルの防錆方法

ソ

ケ

ツ

ド

架

設

材

定

定

　　　料

着方法
着構造

架　設　方　法

ケーブルベントの使用有無
　　　引込み側
プレストレス導入方法

張力め測定方法

そ の 他

S字形曲線斜張橋
455000

4～5・、　　　u．qoo 2～o伽

鍛誇毒熱糠
…［置1［

PC鋼線ストランド
　　　　　（φ7mm）
1面吊り

マルチファン形
　親塔側　17段

　子塔側　7段

盟塔方

第u段一第17段第戯一第105窒第ユ段一第7設

φ7x1§9本　φ7x127革　一7x1ε7本

6種類

子塔方

第4段一第7段　　　箪3段　　劉段．箪2設

　一7x313塞　　φ7x16弊　ψ7x121本

1　本

上　記

165以上
2．05x104以上

PC裸鋼線を2層構造の
ポリエチレン管で被覆し，
セメントモルタルを充填

　　　　スペーサストランド

HiAm

主桁側，塔側共ソケットを

定着桁へ前面定着，

但し子塔方上4段は
背面定着形式
主桁側（横梁形式）

塔頂の架設機により
直接引き上げる

　　無
　主桁側
ジャッキ（600t）で直接引き込む
振動法，ロードセル

o鋼重（ケーブル関係，但しソヶットは含まず）

PC鋼線

i羅｝

o製造工場

228t

72t

　計300t
神鋼鋼線工業

一127一

魂
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§7エンジニア会社の位置付け（The　EngineeLコンサルタントの役割）（■）

工事名 FLEHE TJOR閥 XESSOCK LULi閥6 JINDO ．DOLSA閥 FARφ ADHAMIYAH

項 目 （西独） （スウェーデン） （英国） （米国） （帷国） 1（韓国） （デンマーク） （イラク）

・Kr叩P社 ・KrU卯社 ・Crouch＆Ho99 ・Frank！and＆ ・PendelPalmer＆
。ヒ。wic。nsult

・マウンセル

コンサルタント会社名 総括指導 〃 とOveArup＆ Lie曲a団　と Tritto闘とCrough
AIS コンサルタント

PartnersのJV 顛odjeski＆ ＆Ho麗連合 （英国）

MastersのJV 韓国技術コンサル

1．調査・F／S ○ ○

2．基本設計 ○ ・Dr．Thiele（事）

動的解析

・Dr．！ng．Homber9

　・F＆L（上部工）
・｛．剛俸部工）

○ ○

3．入札関係
○

書類の作成
役

4．入札審査 ○

落札者決定

5．詳細設計
割

6．施工管理 ○ ・Homberg（事） ○ ・閣＆L ○

7．契約紛争の仲裁

8．Pジニァーの代理人 ○ ○

9．設　計　責　任
○

10．そ　の　他



エンジニア会社の位置付け（The　Engineer，コンサルタントの役割）（2）

A闇AClS CHAO　PHYA 大和川橋 名港西大橋 S字斜張橋
（カナダ） （タ　イ）

・Peter　Franke1

I　nternat　ional　Ltd．

（U．K．）総括

CBA－Buckland ・Or．Ing．Hell旧ut （新日本技研〉 （新日本技研） （大日本コンサル）

and　Taylor Homberg　and

Partner（桝．O．）

○ x（FIDIC）

○ ・Parsons　Brinck （　　　　　　） （日本構造橋梁 （　　　　　　）

一erhoff　lnternat 研究所）

lonal　Inc．（U．S．へ）

x（道路公団の
総裁）

・設計基準の決定

I
o
N
－

1


